
 

 

 

   

  

 

  

 

 

 

  

 

  

  

行事予定 ※26 日～翌月 25 日までの行事予定を掲載しています。 

新型コロナ等により延期または中止となることがあります。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 13(水) 女性学級代表者会議 室根市民センター 10:00～12:00 

23(土) 室根バイパスクリーン作戦 道の駅むろね 8:00～9:00 

令和 4 年 4 月 1 日 発行 

 

一関市室根市民センターだより 

【編集後記】 
 卒業・入学シーズンを迎え、暖かい日も多くなり季節の移り変わりに伴い、新生活など新しいことが始まる季節で
もありますね。小学校では東・西両校の閉校式が執り行われ、4 月からいよいよ「室根小学校」がスタート！新入学
生同様、みんな楽しみでドキドキしているのではないでしょうか？友達が増える分、嬉しいことや思い出もいっぱ
い増やして、新型コロナにも負けず新しい学校生活をめいっぱい楽しんでほしいなと思います！   （Ｔ.Ｋ） 
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お
役
目
を
終
え
、
飾
ら
な
く
な
っ
た
五
月
人

形
や
鯉
の
ぼ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
の
端
午
の

節
句
に
向
け
、
今
年
も
４
月
上
旬
か
ら
鯉
の
ぼ

り
と
五
月
人
形
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

 

お
子
様
の
成
長
を
見
届
け
、
眠
っ
て
い
る
鯉

の
ぼ
り
や
五
月
人
形
な
ど
、
お
寄
せ
い
た 

 

だ
け
る
品
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
室
根
市
民
セ

ン
タ
ー
（
☎
：6

4
-2

3
4

7

）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【地域の話題】 

たくさんの思い出とともに… 

室根東・西小学校 

閉校式 

 

３
月
20
日
（
日
）
室
根
東
小
学
校
、
室
根
西
小
学
校

で
は
令
和
４
年
度
か
ら
の
小
学
校
統
合
に
伴
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
校
舎
で
閉
校
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

両
校
と
も
、
生
徒
た
ち
に
よ
り
、
お
世
話
に
な
っ
た

学
び
舎
へ
合
唱
な
ど
で
感
謝
を
伝
え
、
別
れ
の
言
葉
で

は
寂
し
さ
と
と
も
に
新
し
い
学
校
へ
の
希
望
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。 

建
設
中
の
新
校
舎
へ
は
２
学
期
か
ら
の
通
学
と
な
る

予
定
で
す
が
、
４
月
８
日
に
は
旧
室
根
東
小
学
校
に
お

い
て
始
業
式
と
と
も
に
開
校
式
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
達
は
「
室
根
小
学
校
」
で
の
新

し
い
学
校
生
活
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

4 月 



（室根市民センターだより） 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

編集/発行：一関市室根市民センター 

〒029-1201 

岩手県一関市室根町折壁字大里 201-1  

TEL．0191-64-2347   

FAX．0191-64-3044 

Ｅ-mail：mmachikyo-kt@tiara.ocn.ne.jp 
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雪
掻
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も
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パ
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安
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安
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突
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と
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ぐ
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お
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詠
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こ
け
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ど
前
人
未
到
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ズ
れ
い
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３
月
12
日(

土)
室
根
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
室
根

地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
」
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
「
む
ろ
ね
文
芸

賞
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

令
和
２
年
10
月
～
令
和
３
年
９

月
ま
で
投
稿
さ
れ
た
作
品
の
中
か

ら
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
選
者
に

よ
っ
て
各
部
門
の
優
秀
作
品
が
選

ば
れ
、
入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 
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す
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降
る
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を
見
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げ
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を
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ば
身
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（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
） 

１
月
26

日
～
２
月
25

日 

投
句 

 

 「ふれあい」文芸コーナーでは、投稿作品を募集しています。毎月

25 日が締切りとなっておりますので、郵送もしくは室根市民センタ

ーへ直接お持ちください。選者による添削ののち、選ばれた句が翌号

に掲載となります。【例：4／25 締切分→6／１発行号掲載】 

皆さんの投稿をお待ちしております！ 
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歌
会
や
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と
と
き
気
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雲
の
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ア
ス
リ
ー
ト
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の
丸
高
く
冬
の
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窓
よ
り
の
光
ま
ぶ
し
く
春
立
て
り 

薄
日
に
も
花
び
ら
み
せ
て
福
寿
草 

折
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佐
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川
古 

 

歯
一
本
抜
い
て
冬
風
染
み
に
け
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頑
な
な
根
雪
掘
り
た
り
春
よ
来
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導
師
逝
く
凍
て
つ
く
朝
に
安
ら
か
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軒
下
に
水
仙
芽
吹
き
青
さ
濃
し 

青
天
に
春
の
陽
浴
び
て
日
向
ぼ
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岩
手
に
も
初
春
祝
ふ
金
メ
ダ
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霊
峰
に
広
ご
る
牧
野
雪
間
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